
(57)【要約】

【課題】白画素を設ける必要がなく、上下左右方向に視

野角調整を行うことのできる液晶表示装置を得る。

【解決手段】画素の集合からなる表示画面を有する垂直

配向型の液晶表示装置であって、１つの画素のそれぞれ

は、斜め方位に液晶分子が傾くように配向制御されてい

る領域Ｘと、上下方位あるいは左右方位に液晶分子が傾

くように配向制御され、偏光子と検光子とがそれぞれの

吸収軸を上下左右方向にクロスニコルの関係で液晶層を

挟む形で形成され、領域Ｘとは独立して電圧が印加され

る領域Ｙとを備える。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 画 素 の 集 合 か ら な る 表 示 画 面 を 有 す る 垂 直 配 向 型 の 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 １ つ の 画 素 の そ れ ぞ れ は 、
　 斜 め 方 位 に 液 晶 分 子 が 傾 く よ う に 配 向 制 御 さ れ て い る 領 域 Ｘ と 、
　 上 下 方 位 あ る い は 左 右 方 位 に 液 晶 分 子 が 傾 く よ う に 配 向 制 御 さ れ 、 偏 光 子 と 検 光 子 と が
そ れ ぞ れ の 吸 収 軸 を 上 下 左 右 方 向 に ク ロ ス ニ コ ル の 関 係 で 液 晶 層 を 挟 む 形 で 形 成 さ れ 、 前
記 領 域 Ｘ と は 独 立 し て 電 圧 が 印 加 さ れ る 領 域 Ｙ と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 １ つ の 画 素 の そ れ ぞ れ は 、 Ｒ Ｇ Ｂ の 副 画 素 を 有 し 、
　 前 記 Ｙ 領 域 は 、 前 記 副 画 素 ご と に 個 別 に 、 上 下 方 向 に 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 が 制 御 さ れ る
上 下 制 御 領 域 、 あ る い は 左 右 方 向 に 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 が 制 御 さ れ る 左 右 制 御 領 域 の い ず
れ か 一 方 の 領 域 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 Ｙ 領 域 は 、 前 記 １ つ の 画 素 内 の 前 記 副 画 素 に 共 通 し て 、 前 記 上 下 制 御 領 域 あ る い は
前 記 左 右 制 御 領 域 の い ず れ か 一 方 の 領 域 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 領 域 Ｘ は 、 斜 め 方 向 の ス リ ッ ト あ る い は 土 手 が 画 素 電 極 に 形 成 さ れ 、
　 前 記 領 域 Ｙ の 前 記 上 下 制 御 領 域 は 、 左 右 方 向 に 幅 広 の ス リ ッ ト あ る い は 土 手 が 画 素 電 極
に 形 成 さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 領 域 Ｙ の 前 記 上 下 制 御 領 域 は 、 上 下 方 向 に 微 細 な ス リ ッ ト が 画 素 電 極 に さ ら に 形 成
さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 領 域 Ｘ は 、 斜 め 方 向 の ス リ ッ ト あ る い は 土 手 が 画 素 電 極 に 形 成 さ れ 、
　 前 記 領 域 Ｙ の 前 記 左 右 制 御 領 域 は 、 上 下 方 向 に 幅 広 の ス リ ッ ト あ る い は 土 手 が 画 素 電 極
に 形 成 さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 領 域 Ｙ の 前 記 左 右 制 御 領 域 は 、 左 右 方 向 に 微 細 な ス リ ッ ト が 画 素 電 極 に さ ら に 形 成
さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 領 域 Ｘ は 、 斜 め 方 向 の ス リ ッ ト あ る い は 土 手 が 画 素 電 極 に 形 成 さ れ 、
　 前 記 領 域 Ｙ の 前 記 上 下 制 御 領 域 は 、 左 右 方 向 に 幅 広 の ス リ ッ ト あ る い は 土 手 が 画 素 電 極
に 形 成 さ れ 、
　 前 記 領 域 Ｙ の 前 記 左 右 制 御 領 域 は 、 上 下 方 向 に 幅 広 の ス リ ッ ト あ る い は 土 手 が 画 素 電 極
に 形 成 さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
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【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 領 域 Ｙ の 前 記 上 下 制 御 領 域 は 、 上 下 方 向 に 微 細 な ス リ ッ ト が 画 素 電 極 に さ ら に 形 成
さ れ 、
　 前 記 領 域 Ｙ の 前 記 左 右 制 御 領 域 は 、 左 右 方 向 に 微 細 な ス リ ッ ト が 画 素 電 極 に さ ら に 形 成
さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ２ な い し ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 上 下 制 御 領 域 と 前 記 左 右 制 御 領 域 と は 、 前 記 表 示 画 面 内 に あ ら か じ め 決 め ら れ た 模
様 あ る い は 文 字 を 形 成 す る よ う に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 そ れ ぞ れ の 画 素 に お け る 前 記 領 域 Ｙ に 対 し て 、 ゲ ー ト 層 を 利 用 し て ゲ ー ト 電 極 と 平 行 に
設 け ら れ 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル を 介 し て 前 記 領 域 Ｙ に 設 け ら れ た 画 素 電 極 と 接 続 さ れ る 金 属
ラ イ ン を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 金 属 ラ イ ン は 、 前 記 そ れ ぞ れ の 画 素 に お け る 前 記 領 域 Ｙ の 中 心 を 通 る こ と を 特 徴 と
す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 コ ン タ ク ト ホ ー ル は 、 前 記 領 域 Ｘ の 画 素 電 極 と ソ ー ス 電 極 と を 接 続 さ せ る た め の ホ
ー ル を 形 成 す る 工 程 に て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 金 属 ラ イ ン は 、 電 圧 を 印 加 す る た め に 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ の 実 装 さ れ て い る 側 と は 反
対 側 に 引 き 出 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 領 域 Ｙ は 、 所 望 の 値 に 制 御 さ れ た 電 圧 が 印 加 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置
。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 領 域 Ｙ は 、 可 変 周 期 の 交 流 電 圧 が 印 加 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 領 域 Ｙ は 、 周 波 数 が ６ ０ Ｈ ｚ 以 下 、 特 に ３ ０ Ｈ ｚ 以 下 の 交 流 電 圧 が 印 加 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 領 域 Ｙ は 、 中 心 電 圧 を 変 動 さ せ た 交 流 電 圧 が 印 加 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示
装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 領 域 Ｙ は 、 周 期 的 に 変 動 さ せ た 電 圧 が 印 加 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 領 域 Ｙ は 、 周 期 的 に Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ さ せ た 電 圧 が 印 加 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表
示 装 置 。
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【 請 求 項 ２ １ 】
　 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 領 域 Ｙ は 、 線 幅 、 ラ イ ン 間 隙 が ５ ミ ク ロ ン 以 下 の 微 細 な ス リ ッ ト の 集 合 が 全 面 に 形
成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 領 域 Ｘ は 、 微 細 な ス リ ッ ト が 一 部 分 に の み 使 用 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装
置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 視 野 角 制 御 を 可 能 と す る 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 、 特 に Ｔ Ｆ Ｔ （ Ｔ ｈ ｉ ｎ 　 Ｆ ｉ ｌ ｍ 　 Ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｉ ｓ ｔ ｏ ｒ ： 薄 膜 ト ラ ン
ジ ス タ ） を 用 い た 液 晶 表 示 装 置 が 、 広 く 携 帯 電 話 か ら 大 型 テ レ ビ に ま で 採 用 さ れ て い る 。
こ の よ う な 中 で 、 個 人 的 に 使 用 す る よ う な 表 示 装 置 に あ っ て は 、 使 用 し て い る 本 人 に は 見
え る が 、 横 か ら 覗 き 込 ん で も 見 え な い よ う な 表 示 装 置 が 要 求 さ れ て い る 。 特 に 、 あ る 時 に
は 表 示 画 面 を 多 人 数 で 共 有 し 、 あ る 時 に は 個 人 で の み 使 用 で き る よ う な も の が 望 ま れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ８ は 、 秘 匿 モ ー ド を 有 す る 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 説 明 図 で あ る 。 こ の よ う な 背 景 の も
と に 、 そ の 一 例 と し て 、 図 ８ に 示 す よ う な 秘 匿 モ ー ド を 有 す る デ ィ ス プ レ イ が 提 案 さ れ て
い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 図 ８ に お い て 、 液 晶 パ ネ ル を 裏 側 か ら 照 ら す バ ッ ク ラ
イ ト と し て は 、 指 向 性 の 強 い も の が 使 用 さ れ て い る 。 そ し て 、 通 常 の 液 晶 パ ネ ル と こ の 指
向 性 バ ッ ク ラ イ ト と の 間 に 、 散 乱 状 態 お よ び 非 散 乱 状 態 を 切 り 替 え ら れ る 、 例 え ば 、 ポ リ
マ ー 分 散 型 液 晶 パ ネ ル （ 散 乱 非 散 乱 ス イ ッ チ 層 ） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 散 乱 層 が 非 散 乱 状 態 の 場 合 に は 、 バ ッ ク ラ イ ト か ら の 光 は 、 正 面 に し か 照 射 さ れ な い た
め 、 斜 め か ら は 表 示 を 見 る こ と が で き な い 。 一 方 、 散 乱 層 が 散 乱 状 態 の 場 合 に は 、 バ ッ ク
ラ イ ト の 光 は 、 斜 め 方 向 に も 照 射 さ れ る た め 、 斜 め か ら 表 示 を 見 る こ と が で き 、 表 示 を 複
数 人 で 共 有 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に は 、 通 常 の 液 晶 パ ネ ル と は 別 に 、 特 別 な 液 晶 パ
ネ ル を 設 け る こ と が 必 要 で あ る た め 、 高 価 に な っ て し ま う と い う 問 題 が 生 じ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 問 題 を 解 決 す る た め の 方 策 と し て 、 垂 直 配 向 型 液 晶 表 示 装 置 を 利 用 す る 方 法 が 提 案
さ れ て い る 。 以 下 に 、 そ の 基 本 原 理 を 図 ９ ～ 図 １ ２ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ９ は 、 垂 直 配 向
型 液 晶 表 示 装 置 を 正 面 か ら 見 た と き の 液 晶 分 子 の 様 子 を 示 し た 図 で あ る 。 図 ９ （ ａ ） の 電
圧 無 印 加 状 態 に お い て 、 液 晶 分 子 は 垂 直 配 向 し て お り 、 図 ９ （ ｂ ） の よ う に 電 圧 が 印 加 さ
れ る と 、 液 晶 分 子 は 上 方 向 に 傾 く 場 合 を 示 し て い る 。 ポ ラ ラ イ ザ と ア ナ ラ イ ザ と は 、 そ れ
ぞ れ 、 上 下 方 位 お よ び 左 右 方 位 に そ の 吸 収 軸 を 向 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ９ （ ａ ） は 、 電 圧 無 印 加 の 垂 直 配 向 し た 液 晶 パ ネ ル を 正 面 か ら 見 た 場 合 を 示 し て い る
。 液 晶 分 子 の 複 屈 折 は 発 現 せ ず 、 全 く 光 は 漏 れ な い 。 一 方 、 図 ９ （ ｂ ） は 、 電 圧 印 加 さ れ
た 液 晶 パ ネ ル を 正 面 か ら 見 た 場 合 で あ る 。 液 晶 分 子 の 光 軸 は 、 ポ ラ ラ イ ザ の 吸 収 軸 と 平 行
で あ り 、 結 果 、 や は り 複 屈 折 は 発 現 せ ず 、 全 く 光 は 漏 れ な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ れ に 対 し て 、 図 １ ０ は 、 垂 直 配 向 型 液 晶 表 示 装 置 を 斜 め か ら 見 た と き の 液 晶 分 子 の 様
子 を 示 し た 図 で あ る 。 図 １ ０ （ ａ ） に 示 し た よ う に 、 電 圧 無 印 加 の 場 合 に は 、 液 晶 分 子 の
軸 は 、 ア ナ ラ イ ザ の 吸 収 軸 に 平 行 に 見 え る の で 、 光 は 漏 れ て こ な い 。 一 方 、 図 １ ０ （ ｂ ）
に 示 し た よ う に 、 電 圧 印 加 の 場 合 に は 、 液 晶 分 子 の 軸 は 、 ポ ラ ラ イ ザ や ア ナ ラ イ ザ の 軸 か
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ら ず れ る こ と と な り 、 複 屈 折 が 発 現 さ れ て 光 が 漏 れ て く る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 光 の 漏 れ を 利 用 す る と 、 こ の 左 右 方 向 で は 表 示 コ ン ト ラ ス ト が 極 端 に 落 ち る こ と に
な り 、 横 方 向 か ら 表 示 を 見 て も 何 が 書 い て あ る か 分 か ら な く な る 。 従 っ て 、 こ の 現 象 を 利
用 し て 表 示 の 秘 匿 性 を コ ン ト ロ ー ル す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ １ は 、 表 示 の 秘 匿 性 を コ ン ト ロ ー ル す る た め の 具 体 的 な 構 成 を 示 し た 図 で あ る 。 図
１ １ に お い て 、 １ つ の 画 素 の 中 に は 、 Ｒ Ｇ Ｂ の 副 画 素 に 加 え て 、 白 （ Ｗ ） の 副 画 素 が 設 け
ら れ て い る 。 ま た 、 図 １ ２ は 、 図 １ １ に お け る 各 副 画 素 の 液 晶 分 子 の 配 列 状 態 を 示 し た 図
で あ る 。 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 こ の 白 の 画 素 の 部 分 の 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 を 、 他 の Ｒ Ｇ Ｂ
と は 異 な り 、 上 下 方 位 に し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 白 画 素 の 部 分 に 電 圧 を 印 加 し な い 場 合 に は 、 こ の 部 分 は 全 く 表 示 に は 寄 与
し な い の で 、 通 常 の 表 示 が 実 現 さ れ る 。 一 方 、 白 画 素 の 部 分 に 電 圧 が 印 加 さ れ た 場 合 に は
、 白 表 示 が 前 面 に 左 右 方 位 に て 行 わ れ る こ と に な る 。 そ の 結 果 、 こ の デ ィ ス プ レ イ の コ ン
ト ラ ス ト が 左 右 視 角 方 位 に て 低 下 す る こ と と な り 、 他 人 に 表 示 を 見 ら れ る 恐 れ が 軽 減 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 図 １ ３ は 、 従 来 の 垂 直 配 向 型 液 晶 表 示 装 置 の 基 本 構 造 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ ３
に お い て 、 上 側 に 位 置 す る 片 側 透 明 電 極 上 に は 、 リ ブ あ る い は 土 手 状 の 構 造 物 が 設 け ら れ
て い る 。 そ し て 、 図 １ ３ で 下 側 に 位 置 す る も う 一 方 の 透 明 電 極 に は 、 幅 が 約 １ ０ ミ ク ロ ン
程 度 の ス リ ッ ト が 設 け ら れ て い る 。 液 晶 分 子 は 、 電 圧 無 印 加 状 態 で は 垂 直 に 配 向 し て お り
、 電 圧 が 印 加 さ れ る と 、 土 手 あ る い は ス リ ッ ト に よ る 斜 め 電 界 の 影 響 で 決 め ら れ た 方 向 、
即 ち 土 手 あ る い は ス リ ッ ト の 伸 び る 方 向 と 垂 直 な 方 向 に 倒 れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ７ ２ ５ ２ ９ 号 公 報 （ 第 １ 頁 、 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 技 術 で あ る こ の 垂 直 配 向 を 利 用 し た 秘 匿 性 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に
あ っ て は 、 次 の よ う な 課 題 が あ る 。 第 １ の 課 題 と し て 、 白 画 素 を 設 け る 構 成 に な っ て い る
が 、 白 樹 脂 を 新 た に 設 け る 必 要 が あ り 、 駆 動 が 従 来 と 異 な っ て し ま う 。 ま た 、 第 ２ の 課 題
と し て 、 左 右 方 位 で は コ ン ト ラ ス ト が 低 下 す る が 、 上 下 方 位 で は コ ン ト ラ ス ト は 低 下 し な
い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 上 述 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 白 画 素 を 設 け る 必 要 が な
く 、 上 下 左 右 方 向 に 視 野 角 調 整 を 行 う こ と の で き る 液 晶 表 示 装 置 を 得 る こ と を 目 的 と す る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 画 素 の 集 合 か ら な る 表 示 画 面 を 有 す る 垂 直 配 向 型 の 液 晶
表 示 装 置 で あ っ て 、 １ つ の 画 素 の そ れ ぞ れ は 、 斜 め 方 位 に 液 晶 分 子 が 傾 く よ う に 配 向 制 御
さ れ て い る 領 域 Ｘ と 、 上 下 方 位 あ る い は 左 右 方 位 に 液 晶 分 子 が 傾 く よ う に 配 向 制 御 さ れ 、
偏 光 子 と 検 光 子 と が そ れ ぞ れ の 吸 収 軸 を 上 下 左 右 方 向 に ク ロ ス ニ コ ル の 関 係 で 液 晶 層 を 挟
む 形 で 形 成 さ れ 、 領 域 Ｘ と は 独 立 し て 電 圧 が 印 加 さ れ る 領 域 Ｙ と を 備 え る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 斜 め 方 位 に 液 晶 分 子 が 傾 く よ う に 配 向 制 御 さ れ て い る 領 域 Ｘ と と も に
、 上 下 方 位 あ る い は 左 右 方 位 に 液 晶 分 子 が 傾 く よ う に 配 向 制 御 さ れ 、 領 域 Ｘ と は 独 立 し て
電 圧 が 印 加 さ れ る 領 域 Ｙ を １ 画 素 内 に さ ら に 備 え る こ と に よ り 、 白 画 素 を 設 け る 必 要 が な
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く 、 上 下 左 右 方 向 に 視 野 角 調 整 を 行 う こ と の で き る 液 晶 表 示 装 置 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ き 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 実 施 の 形 態 １ ．
　 ま ず 始 め に 、 本 願 の 基 本 原 理 を 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 視 野 角 制 御 パ タ ー ン の 基 本 構 成
を 示 す 図 で あ る 。 Ｒ Ｇ Ｂ の 各 副 画 素 は 、 領 域 Ｘ お よ び 領 域 Ｙ で 構 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、
領 域 Ｘ は 、 斜 め 方 位 に 液 晶 分 子 が 傾 く よ う に 配 向 制 御 さ れ て い る 領 域 で あ り 、 く の 字 に 形
成 さ れ た 土 手 あ る い は ス リ ッ ト が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 方 、 領 域 Ｙ は 、 上 下 方 位 あ る い は 左 右 方 位 に 液 晶 分 子 が 傾 く よ う に 配 向 制 御 さ れ 、 偏
光 子 と 検 光 子 と が そ れ ぞ れ の 吸 収 軸 を 上 下 左 右 方 向 に ク ロ ス ニ コ ル の 関 係 で 液 晶 層 を 挟 む
形 で 形 成 さ れ 、 領 域 Ｘ と は 独 立 し て 電 圧 が 印 加 さ れ る 領 域 で あ り 、 上 下 あ る い は 左 右 に 土
手 あ る い は ス リ ッ ト が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 こ の 図 １ の 基 本 構 成 で は 、 特 に 、 領 域 Ｙ の 土 手 （ あ る い は ス リ ッ ト ） が 横 向 き
に な っ て い る 画 素 を あ る 程 度 ま と め て 設 け 、 一 方 、 領 域 Ｙ の 土 手 （ あ る い は ス リ ッ ト ） が
縦 向 き に な っ て い る 画 素 を あ る 程 度 ま と め て 設 け た 場 合 を 例 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 、 図 １ に お い て は 、 領 域 Ｙ の 土 手 （ あ る い は ス リ ッ ト ） が 横 向 き に な っ て い る 画
素 が 集 ま っ て い る 部 分 を Ａ パ タ ー ン 、 領 域 Ｙ の 土 手 （ あ る い は ス リ ッ ト ） が 縦 向 き に な っ
て い る 画 素 が 集 ま っ て い る 部 分 を Ｂ パ タ ー ン と し て 示 し て お り 、 結 果 と し て Ａ パ タ ー ン と
Ｂ パ タ ー ン が チ ェ ッ カ ー パ タ ー ン を 形 成 す る よ う に 配 列 さ れ て い る 。 例 え ば 、 画 素 が １ ０
０ ０ × １ ０ ０ ０ 程 度 集 ま っ て 形 成 さ れ て い る 表 示 画 面 に あ っ て は 、 こ れ ら Ａ パ タ ー ン と Ｂ
パ タ ー ン と の 領 域 が 表 示 画 面 内 で 分 配 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 領 域 Ｙ の み の 輝 度 分 布 を 示 し た 図 で あ る 。 図 ２
（ ａ ） は 、 Ａ パ タ ー ン と Ｂ パ タ ー ン の 両 方 の 領 域 Ｙ に 電 圧 が 印 加 さ れ て い な い 場 合 を 示 す
。 こ の 場 合 に は 、 液 晶 は 、 垂 直 に 立 っ て お り 、 表 示 は 黒 い ま ま と な り 、 全 体 の 表 示 に は 影
響 を 与 え な い 。 こ れ は 、 正 面 、 上 下 左 右 、 斜 め 視 角 に お い て も 同 様 で 、 全 く 表 示 自 体 は 自
然 に 使 え る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ （ ｂ ） は 、 Ａ パ タ ー ン と Ｂ パ タ ー ン の 両 方 の 領 域 Ｙ に 電 圧 が 印 加 さ れ た 状 態 で 、 左
右 方 向 か ら み た 場 合 を 示 す 。 こ の 場 合 に は 、 横 向 き の パ タ ー ン が 入 っ た 図 １ の Ａ パ タ ー ン
で 示 し た 部 分 が 明 る く 光 が 抜 け て く る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 方 、 縦 向 き の パ タ ー ン が 入 っ た 図 １ の Ｂ パ タ ー ン で 示 し た 部 分 か ら は 、 光 が 漏 れ て こ
な い 。 そ の 結 果 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 Ａ パ タ ー ン が 白 、 Ｂ パ タ ー ン が 黒 の チ ェ ッ カ
ー パ タ ー ン と な る 。 そ し て 、 こ の パ タ ー ン が 通 常 の 表 示 パ タ ー ン に 重 な る こ と に な る の で
、 左 右 方 向 か ら パ タ ー ン を 見 た 場 合 に は 、 何 が 書 い て あ る の か 分 か ら な く な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ に 対 し て 、 図 ２ （ ｃ ） は 、 Ａ パ タ ー ン と Ｂ パ タ ー ン の 両 方 の 領 域 Ｙ の 電 圧 が 印 加 さ
れ た 状 態 で 、 上 下 方 向 か ら み た 場 合 を 示 す 。 こ の 場 合 に は 、 横 向 き の パ タ ー ン が 入 っ た 図
１ の Ａ パ タ ー ン で 示 し た 部 分 か ら は 、 光 が 漏 れ て こ な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 方 、 縦 向 き の パ タ ー ン が 入 っ た 図 １ の Ｂ パ タ ー ン で 示 し た 部 分 か ら は 、 光 が 漏 れ て く
る 。 そ の 結 果 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 Ａ パ タ ー ン が 黒 、 Ｂ パ タ ー ン が 白 の 図 ２ （ ｂ ）
と は 逆 の チ ェ ッ カ ー パ タ ー ン と な り 、 こ の パ タ ー ン が 通 常 の 表 示 パ タ ー ン に 重 な る こ と に
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な る の で 、 上 下 方 向 か ら パ タ ー ン を 見 た 場 合 に は 、 何 が 書 い て あ る の か 分 か ら な く な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の 本 願 の 基 本 原 理 に 基 づ い て 、 以 下 に お い て は 、 画 素 内 に お け る Ａ パ タ ー ン と Ｂ パ
タ ー ン の 配 置 を 示 す 。 さ ら に 、 縦 横 の パ タ ー ン に 電 圧 を か け る の に 際 し て 、
　 １ ） ゲ ー ト ド ラ イ バ が 実 装 さ れ て い る の と 反 対 側 か ら 印 加 す る こ と
　 ２ ） 縦 横 の パ タ ー ン を ど の よ う に 配 置 す る か で 単 純 な チ ェ ッ カ ー 以 外 の パ タ ー ン も 自 由
に 設 計 で き る こ と
　 ３ ） 電 圧 の 印 加 の 仕 方 を 変 え る こ と に よ り 情 報 の 秘 匿 性 を 上 げ る こ と が で き る こ と
を 中 心 に 、 詳 細 な 説 明 を 行 う 。 勿 論 、 縦 パ タ ー ン の み 、 あ る い は 横 パ タ ー ン の み で 構 成 す
る こ と も 可 能 で あ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 画 素 設 計 の 例 示 図 で あ る 。 画 素 を 大 き く 二 つ の
部 分 （ 領 域 Ｘ と 領 域 Ｙ ） に 分 け て 示 し て お り 、 先 の 図 １ に 示 し た １ つ の 副 画 素 の 拡 大 図 に
相 当 す る 。 一 つ は 、 表 示 パ タ ー ン を 表 示 す る た め の 領 域 Ｘ の 部 分 で あ り 、 他 方 は 、 視 認 範
囲 を 抑 制 制 御 す る た め の 領 域 Ｙ の 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 偏 光 子 の 吸 収 軸 を 表 示 面 の 上 下 方 向 に 、 検 光 子 の 吸 収 軸 を 左 右 方 向 に 設 定 し て い る 。 ま
た 、 液 晶 分 子 が 電 圧 無 印 加 で 垂 直 に 配 向 す る よ う に 、 垂 直 配 向 膜 を 表 面 に 塗 布 し て い る 。
さ ら に 、 液 晶 の 誘 電 率 異 方 性 と し て 負 の も の を 用 い 、 電 圧 無 印 加 で 垂 直 配 向 、 電 圧 印 加 で
液 晶 分 子 が 傾 く よ う に 設 定 し て い る 。 あ る い は 前 記 液 晶 に は ｃ ｈ ｉ ｒ ａ ｌ 　 ｄ ｏ ｐ ａ ｎ ｔ
を 添 加 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 表 示 パ タ ー ン 用 の 領 域 Ｘ の 部 分 に あ っ て は 、 配 向 制 御 用 の 土 手 １ １ を 斜 め ４ ５ 度 、 １ ３
５ 度 方 位 に 設 け て い る 。 さ ら に 、 配 向 を よ り 制 御 す る た め に 、 微 細 な ス リ ッ ト １ ２ を 土 手
１ １ と 垂 直 に 設 け る こ と を 行 っ て い る 。 こ の 微 細 な ス リ ッ ト １ ２ は 、 こ の 表 示 パ タ ー ン 用
の Ｘ 領 域 の 部 分 で は 、 省 略 す る こ と も 可 能 で あ る 。 表 示 部 分 用 の コ モ ン 電 極 ３ １ を 表 示 部
分 の 中 央 を 横 切 る よ う に 配 置 し 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル ３ ２ を 介 し て ソ ー ス 層 ３ ３ と 接 続 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 領 域 Ｘ で は 、 画 素 電 極 に 斜 め 方 向 に 、 土 手 １ １ （ あ る い は ス リ ッ ト ） が 形 成 さ れ て い る
。 一 方 、 図 ３ に 示 さ れ た よ う に 、 Ａ パ タ ー ン を 有 す る 領 域 Ｙ で は 、 画 素 電 極 に 左 右 方 向 に
幅 広 の 土 手 ２ １ （ あ る い は ス リ ッ ト ） が 形 成 さ れ 、 配 向 を 安 定 化 さ せ て い る 。 ま た 、 図 示
し て い な い が 、 Ｂ パ タ ー ン を 有 す る 領 域 Ｙ で は 、 画 素 電 極 に 上 下 方 向 に 幅 広 の 土 手 ２ １ （
あ る い は ス リ ッ ト ） が 形 成 さ れ 、 配 向 を 安 定 化 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 領 域 Ｘ で は 、 画 素 電 極 に 斜 め 方 向 に 土 手 １ １ （ あ る い は ス リ ッ ト ） が 形 成 さ れ
て な り 、 Ａ パ タ ー ン を 有 す る 領 域 Ｙ で は 、 画 素 電 極 に 上 下 方 向 に 微 細 な ス リ ッ ト ２ ２ が さ
ら に 形 成 さ れ て お り 、 図 示 し て い な い Ｂ パ タ ー ン を 有 す る 領 域 Ｙ で は 、 画 素 電 極 に 左 右 方
向 に 微 細 な ス リ ッ ト ２ ２ が さ ら に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 パ ネ ル に 情 報 秘 匿 性 を 持 た せ る 領 域 Ｙ の 部 分 は 、 確 実 に 上 下 方 向 あ る い は 左 右 方 向 の み
に 液 晶 分 子 が 倒 れ る 必 要 が あ る 。 そ こ で 、 図 ３ の 下 方 に 示 す よ う に 、 幅 ３ ． ５ ミ ク ロ ン 、
間 隙 が ３ ミ ク ロ ン 程 度 で 、 こ の よ う な 微 細 な ス リ ッ ト ２ ２ を 上 下 方 向 あ る い は 左 右 方 向 に
設 け て 液 晶 分 子 を こ の ス リ ッ ト に 平 行 な 方 向 に 強 制 的 に 倒 れ さ せ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ し て 、 領 域 Ｙ に あ っ て は 、 線 幅 、 ラ イ ン 間 隙 が 約 ５ ミ ク ロ ン 以 下 の こ の よ う な 微 細 な
ス リ ッ ト ２ ２ を 全 面 に 形 成 し て い る 。 た だ し 、 こ の よ う な 微 細 な ス リ ッ ト ２ ２ は 、 表 示 ム
ラ の 原 因 に な り う る 。 領 域 Ｙ は 、 ム ラ に な っ て も 問 題 な い が 、 領 域 Ｘ の ム ラ は 、 表 示 の ム
ラ と し て 見 え て し ま う 。 そ こ で 、 領 域 Ｙ で は 、 微 細 な ス リ ッ ト ２ ２ を 全 面 に 形 成 し て い る
が 、 領 域 Ｘ で は 、 微 細 な ス リ ッ ト １ ２ を 全 く 使 用 し な い 、 あ る い は 使 用 し た と し て も 一 部
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分 に の み 使 用 す る よ う に 構 成 し た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ こ で 、 こ の 情 報 秘 匿 性 を 付 与 さ せ る た め の 領 域 Ｙ の 部 分 に は 、 独 立 に 電 圧 を 印 加 さ せ
る た め 、 ゲ ー ト 層 を 利 用 し て 電 極 ４ １ を 左 右 方 向 に 延 ば し て い る 。 各 画 素 の 領 域 Ｙ に 対 し
て 、 ゲ ー ト 層 を 利 用 し た 金 属 ラ イ ン を ゲ ー ト 電 極 と 平 行 に 走 ら せ 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル ４ ２
を 介 し て 、 領 域 Ｙ の 画 素 電 極 と 該 金 属 ラ イ ン と を 接 続 し て い る 。 こ の 金 属 ラ イ ン は 、 各 画
素 の 領 域 Ｙ の 中 心 を 通 る こ と に よ り 、 画 素 の 対 称 性 を 確 保 し て い る 。 該 コ ン タ ク ト ホ ー ル
４ ２ は 、 領 域 Ｘ の 画 素 電 極 と ソ ー ス 電 極 と を コ ン タ ク ト さ せ る た め の ホ ー ル を 形 成 さ せ る
工 程 に て 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 視 角 制 御 用 電 圧 供 給 の 電 極 の 配 置 図 で あ る 。 図
４ に 示 す よ う に 、 こ の 電 圧 を 印 加 さ せ る た め の ゲ ー ト 電 極 層 か ら な る 左 右 に 延 び る 電 極 ４
１ は 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ と は 逆 の 側 で あ る 程 度 束 ね ら れ 、 電 圧 を 印 加 す る よ う に し て い る 。
こ の 電 圧 と し て は 、 液 晶 が 壊 れ な い よ う に す る た め に 、 交 流 を 印 加 す る 。 こ こ で 、 電 圧 の
中 心 と し て は 、 対 向 に 位 置 す る Ｃ Ｆ 基 板 上 の 共 通 透 明 電 極 の 電 圧 を 交 流 の 中 心 と し て い る
。 こ の 中 心 電 圧 は 、 表 示 を 行 う た め の 画 素 に 印 加 さ れ る 電 圧 の 中 心 と は 異 な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 述 の 説 明 に お い て は 、 表 示 秘 匿 用 に 各 画 素 に 縦 方 向 あ る い は 横 方 向 の 構 造 物 を 設 け て
液 晶 分 子 を 上 下 方 向 あ る い は 左 右 方 向 に 傾 く よ う に し た 。 こ の 縦 方 向 横 方 向 の パ タ ー ン に
つ い て は 、 表 示 画 面 内 の Ａ パ タ ー ン と Ｂ パ タ ー ン の 配 置 を 考 慮 す る こ と に よ り 、 任 意 の パ
タ ー ン を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 秘 匿 表 示 パ タ ー ン の 一 例 を 示 し た 図 で あ る 。 図
５ （ ａ ） は 、 正 面 か ら の 視 野 表 示 を 示 し て い る 。 こ れ に 対 し て 、 図 ５ （ ｂ ） は 、 斜 め 視 野
非 制 御 モ ー ド に お け る 正 面 お よ び 斜 め か ら の 視 野 表 示 を 示 し て お り 、 図 ５ （ ｃ ） は 、 斜 め
視 野 制 御 モ ー ド に お け る 斜 め か ら の 視 野 表 示 を 示 し て い る 。 こ の 図 ５ （ ｃ ） に お い て は 、
先 の 図 ２ に 示 し た よ う に 、 チ ェ ッ カ ー パ タ ー ン を 秘 匿 表 示 す る 場 合 を 例 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 表 示 の 秘 匿 用 制 御 部 分 に 電 圧 を 印 加 し な い 場 合 に は 、 正 面 、 上 下 左 右 と も に 図 ５ （ ｂ ）
に 示 す よ う に 、 通 常 の 表 示 が 実 現 さ れ る 。 こ れ に 対 し て 、 表 示 秘 匿 用 制 御 部 分 に 電 圧 を 印
加 し た 場 合 に は 、 正 面 の 表 示 は 、 図 ５ （ ａ ） あ る い は 図 ５ （ ｂ ） と 同 様 で 全 く 変 わ ら な い
。 し か し な が ら 、 斜 め 方 位 か ら 観 察 し た 場 合 に は 、 図 ５ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 本 来 の 表 示
に 、 例 え ば 、 チ ェ ッ カ ー パ タ ー ン が 重 畳 さ れ て 、 表 示 が 認 識 し づ ら く な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 図 ６ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 秘 匿 表 示 パ タ ー ン の 別 の 例 を 示 し た 図 で
あ る 。 こ の 図 ６ に お い て は 、 チ ェ ッ カ ー パ タ ー ン で は な く 、 「 Ｃ ｏ ｎ ｆ ｉ ｄ ｅ ｎ ｔ ｉ ａ ｌ
」 の 文 字 を 用 い た 場 合 の 例 を 示 す 。 図 ６ （ ａ ） は 、 正 面 か ら の 視 野 表 示 を 示 し て い る 。 こ
れ に 対 し て 、 図 ６ （ ｂ ） は 、 斜 め 視 野 非 制 御 モ ー ド に お け る 正 面 お よ び 斜 め 方 向 か ら の 視
野 表 示 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 さ ら に 、 図 ６ （ ｃ ） は 、 斜 め 視 野 制 御 モ ー ド に お け る 左 右 方 向 か ら の 視 野 表 示 を 示 し て
お り 、 図 ６ （ ｄ ） は 、 斜 め 視 野 制 御 モ ー ド に お け る 上 下 方 向 か ら の 視 野 表 示 を 示 し て い る
。 図 ６ （ ｃ ） （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 秘 匿 表 示 パ タ ー ン は 、 左 右 方 位 と 上 下 方 位 と で 逆 の パ
タ ー ン に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の よ う に 、 秘 匿 表 示 パ タ ー ン は 、 文 字 に す る こ と も 可 能 で あ り 、 任 意 の パ タ ー ン を 形
成 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 視 角 抑 制 パ タ ー ン 用 の 領 域 Ｙ に お け る Ａ パ タ ー ン と Ｂ パ タ ー
ン の 配 置 を 工 夫 す る こ と に よ り 、 図 ５ の よ う な チ ェ ッ カ ー パ タ ー ン あ る い は 図 ６ の よ う な
意 味 の あ る 文 字 等 の パ タ ー ン を 秘 匿 表 示 パ タ ー ン と し て 形 成 で き る こ と と な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 以 上 の よ う に 、 実 施 の 形 態 １ に よ れ ば 、 パ ネ ル に 情 報 秘 匿 性 を 持 た せ る こ と の で き る 領
域 Ｙ を 画 素 内 に 設 け 、 通 常 の 表 示 パ タ ー ン 用 の 領 域 Ｘ と は 独 立 し て 印 加 電 圧 制 御 を 行 う こ
と に よ り 、 所 望 の 秘 匿 表 示 パ タ ー ン を 用 い て 上 下 左 右 方 向 に 視 野 角 調 整 を 行 う こ と の で き
る 液 晶 表 示 装 置 を 得 る こ と が で き る 。 こ こ で 、 秘 匿 表 示 用 の 領 域 Ｙ の パ タ ー ン は 、 モ ザ イ
ク に 限 ら れ る こ と は な く 、 任 意 の パ タ ー ン 、 カ ラ ー 表 示 、 自 然 画 表 示 等 を 行 う こ と が で き
る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 実 施 の 形 態 ２ ．
　 本 実 施 の 形 態 ２ で は 、 視 角 抑 制 パ タ ー ン 用 の 領 域 Ｙ に 印 加 す る 電 圧 を 工 夫 し て 、 秘 匿 表
示 パ タ ー ン を 変 化 さ せ る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 図 ７ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る
領 域 Ｙ へ の 印 加 電 圧 パ タ ー ン を 示 し た 図 で あ る 。 こ こ で は 、 斜 め か ら 表 示 を 見 た 時 に 情 報
を 秘 匿 す る の に 際 し て 、 領 域 Ｙ に 印 加 す る 電 圧 を 工 夫 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 液 晶 分 子 は 、 交 流 の か か る 周 期 が 長 い と 、 ば た ば た と 動 き 、 そ れ が フ リ ッ カ ー と し て 見
え る こ と が 知 ら れ て い る 。 そ こ で 、 図 ７ の 下 に 示 す よ う に 、 交 流 を 印 加 す る 周 期 を ３ ０ Ｈ
ｚ 以 下 に し て 駆 動 を 行 う こ と に よ り 、 秘 匿 表 示 を フ リ ッ カ ー さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 あ る い は 、 そ の 他 の 例 と し て 、 周 期 的 に 電 圧 を 印 加 す る 時 の 中 心 電 圧 を 、 対 向 電 極 の 電
圧 か ら ず ら し て や る こ と も 考 え ら れ る 。 さ ら に 、 そ の 他 の 例 と し て 、 周 期 的 に 印 加 す る 電
圧 の 電 圧 値 を 周 期 的 に 変 え る 、 あ る い は 、 Ｏ Ｎ 、 Ｏ Ｆ Ｆ を 周 期 的 に 行 う こ と も 考 え ら れ る
。 こ れ に よ り 、 斜 め か ら 表 示 を 見 る と 、 例 え ば 、 先 の 図 ６ で 示 し た 「 Ｃ ｏ ｎ ｆ ｉ ｄ ｅ ｎ ｔ
ｉ ａ ｌ 」 の 字 の 濃 さ が 周 期 的 に 変 化 し 、 非 常 に 見 に く い 表 示 を す る こ と が で き 、 情 報 の 秘
匿 性 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 実 施 の 形 態 ２ に よ れ ば 、 領 域 Ｙ の 印 加 電 圧 制 御 を 行 う 際 に 、 そ の 印 加 電
圧 パ タ ー ン を 工 夫 す る こ と に よ り 、 所 望 の 秘 匿 表 示 パ タ ー ン を 用 い て 、 情 報 の 秘 匿 性 を さ
ら に 向 上 さ せ て 、 上 下 左 右 方 向 に 視 野 角 調 整 を 行 う こ と の で き る 液 晶 表 示 装 置 を 得 る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 本 発 明 の 応 用 と し て 、 領 域 Ｙ に 印 加 す る 電 圧 を 、 ス ク リ ー ン の 使 用 者 が コ ン ト ロ
ー ル で き る よ う に す る こ と も 考 え ら れ る 。 さ ら に 、 領 域 Ｙ に 印 加 す る 交 流 電 圧 の 周 期 を 変
え ら れ る よ う に 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 ス ク リ ー ン を 正 面 か ら 使 用 し て い る 人 に は 全 く 違 和 感 が な く 、 ス ク リ ー ン
を 斜 め か ら 見 る 人 に 対 し て 、 全 く 違 和 感 な く 見 え る よ う に す る こ と も 、 違 和 感 が あ り 見 ら
れ な い よ う に す る こ と も 可 能 と な る 。 し か も 、 液 晶 パ ネ ル と し て は 、 従 来 の も の と 製 造 工
程 は 、 全 く 同 一 で 追 加 す る も の も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 視 野 角 制 御 パ タ ー ン の 基 本 構 成 を
示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 領 域 Ｙ の み の 輝 度 分 布 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 画 素 設 計 の 例 示 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 視 角 制 御 用 電 圧 供 給 の 電 極 の 配 置 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 秘 匿 表 示 パ タ ー ン の 一 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 秘 匿 表 示 パ タ ー ン の 別 の 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 領 域 Ｙ へ の 印 加 電 圧 パ タ ー ン を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 秘 匿 モ ー ド を 有 す る 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 垂 直 配 向 型 液 晶 表 示 装 置 を 正 面 か ら 見 た と き の 液 晶 分 子 の 様 子 を 示 し た 図 で あ る
。
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【 図 １ ０ 】 垂 直 配 向 型 液 晶 表 示 装 置 を 斜 め か ら 見 た と き の 液 晶 分 子 の 様 子 を 示 し た 図 で あ
る 。
【 図 １ １ 】 表 示 の 秘 匿 性 を コ ン ト ロ ー ル す る た め の 具 体 的 な 構 成 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ に お け る 各 副 画 素 の 液 晶 分 子 の 配 列 状 態 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 従 来 の 垂 直 配 向 型 液 晶 表 示 装 置 の 基 本 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　 １ １ 　 土 手 、 １ ２ 　 ス リ ッ ト 、 ２ １ 　 土 手 、 ２ ２ 　 ス リ ッ ト 、 ３ １ 　 コ モ ン 電 極 、 ３ ２
　 コ ン タ ク ト ホ ー ル 、 ３ ３ 　 ソ ー ス 層 、 ４ １ 　 電 極 、 ４ ２ 　 コ ン タ ク ト ホ ー ル 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

(12) JP 2007-178951 A 2007.7.12



フロントページの続き

(72)発明者  吉田　秀史
            神奈川県横浜市港北区新横浜３－１７－５　ベネックスＳ－２，８階　ＬＧ　フィリップス　ＬＣ
            Ｄ株式会社　日本研究所内
(72)発明者  木村　伸一
            神奈川県横浜市港北区新横浜３－１７－５　ベネックスＳ－２，８階　ＬＧ　フィリップス　ＬＣ
            Ｄ株式会社　日本研究所内
(72)発明者  古田　薫
            神奈川県横浜市港北区新横浜３－１７－５　ベネックスＳ－２，８階　ＬＧ　フィリップス　ＬＣ
            Ｄ株式会社　日本研究所内
(72)発明者  山下　英史
            神奈川県横浜市港北区新横浜３－１７－５　ベネックスＳ－２，８階　ＬＧ　フィリップス　ＬＣ
            Ｄ株式会社　日本研究所内
(72)発明者  永山　和由
            神奈川県横浜市港北区新横浜３－１７－５　ベネックスＳ－２，８階　ＬＧ　フィリップス　ＬＣ
            Ｄ株式会社　日本研究所内
(72)発明者  桃井　優一
            神奈川県横浜市港北区新横浜３－１７－５　ベネックスＳ－２，８階　ＬＧ　フィリップス　ＬＣ
            Ｄ株式会社　日本研究所内
Ｆターム(参考) 2H090 HA14  HC10  MA01  MA07  MA12  MA13 

(13) JP 2007-178951 A 2007.7.12



专利名称(译) 液晶表示装置

公开(公告)号 JP2007178951A 公开(公告)日 2007-07-12

申请号 JP2005380360 申请日 2005-12-28

[标]申请(专利权)人(译) 乐金显示有限公司

申请(专利权)人(译) Eruji飞利浦杜迪股份有限公司

[标]发明人 吉田秀史
木村伸一
古田薫
山下英史
永山和由
桃井優一

发明人 吉田 秀史
木村 伸一
古田 薫
山下 英史
永山 和由
桃井 優一

IPC分类号 G02F1/1337

CPC分类号 G02F1/133753 G02F1/133707 G02F1/134309 G02F1/1393

FI分类号 G02F1/1337.505 G02F1/1335.505

F-TERM分类号 2H090/HA14 2H090/HC10 2H090/MA01 2H090/MA07 2H090/MA12 2H090/MA13 2H191/FA04Y 2H191
/FA22X 2H191/FA22Z 2H191/FD09 2H191/GA04 2H191/GA05 2H191/GA08 2H191/GA17 2H191
/GA19 2H191/HA11 2H191/HA34 2H191/HA35 2H191/HA37 2H191/HA38 2H191/LA26 2H191/NA73 
2H191/NA77 2H290/AA34 2H290/BA07 2H290/BB24 2H290/BB25 2H290/BB44 2H290/BB45 2H290
/BC01 2H290/CA46 2H290/CA48 2H290/CA51 2H290/CB25 2H291/FA04Y 2H291/FA22X 2H291
/FA22Z 2H291/FD09 2H291/GA04 2H291/GA05 2H291/GA08 2H291/GA17 2H291/GA19 2H291/HA11 
2H291/HA34 2H291/HA35 2H291/HA37 2H291/HA38 2H291/LA26 2H291/NA73 2H291/NA77

代理人(译) 英年古河
Kajinami秩序

其他公开文献 JP5095941B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：获得一种液晶显示装置，其中可以在垂直和水平方向上调节视角而不需要布置白色像素。 ŽSOLUTION：垂直配向
液晶显示装置具有由像素组合构成的显示屏，其中每个像素配备有区域X，其中液晶分子被对准控制以便倾斜到倾斜方向，并且区
域Y其中液晶分子被对准控制以便倾斜到垂直方向或水平方向，并且偏振器和分析器以这样的方式形成：它们各自的吸收轴在垂直
和水平方向上插入液晶层。一个正交的尼科耳关系，其电压的施加与X区域无关

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/851560a3-dcbc-44c7-a541-fbe254c7146c
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038213841/publication/JP2007178951A?q=JP2007178951A



